
未来へのバトン未来へのバトン
丹波篠山国際博 ～美しい農村、未来へ～丹波篠山国際博 ～美しい農村、未来へ～

企画から３年かけた国際博事業は、令和８年３月３１日をもって閉幕しました。
私も国際博副実行委員長として携わりました。今回はそんな視点から、国際博での市民の取り組みを、

ほんの一部ですがお伝えします。

誇
り
あ
る
美
し
い
農
村
、
丹
波
篠
山
。

共
に
未
来
へ
！

　
こ
の
国
際
博
は
、「
丹
波
篠
山
が
地
方
創
生

の
星
と
な
り
、
日
本
の
美
し
い
農
村
を
未
来
へ

つ
な
ぐ
」
と
い
う
思
い
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

そ
し
て
こ
の
一
年
で
、
私
た
ち
は
確
か
な
手
応

え
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
そ
の
一
つ
が
、
二
地
域
居
住
な
ど
を
通
じ
た

関
係
人
口
と
い
う
新
し
い
関
わ
り
方
の
広
が
り

で
す
。
ま
た
、
大
阪
観
光
局
と
の
連
携
か
ら
、

食
を
通
じ
て
地
域
と
地
域
を
つ
な
ぐ
美
食
街
道

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
始
動
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
私
た
ち
が
最
も
大
き
な
成
果
だ
と

感
じ
て
い
る
の
は
、
開
催
さ
れ
た
約
2
5
0
の

祭
り
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
私
た
ち
自
身
が

こ
の
地
域
の
価
値
を
改
め
て
実
感
し
た
こ
と
で

す
。
阪
神
間
か
ら
近
い
距
離
に
あ
り
な
が
ら
日

本
の
原
風
景
と
も
い
え
る
里
山
を
持
つ
、
誇
り

あ
る
美
し
い
農
村
、
丹
波
篠
山
。「
食
の
聖
地
、

農
の
都
」、「
受
け
継
が
れ
て
き
た
文
化
芸
術
」、

「
豊
か
な
自
然
と
景
観
」、「
人
と
人
と
の
温
か

い
つ
な
が
り
」、
こ
れ
ら
全
て
が
私
た
ち
の
宝

で
す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
今
は
終
わ
り
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
こ
こ
か
ら
が
ス
タ
ー
ト
で
す
。
私
た

ち
が
誇
り
を
持
ち
、
多
く
の
人
と
と
も
に
こ
の

地
域
の
魅
力
と
活
力
を
次
の
世
代
へ
つ
な
い
で

い
く
。
そ
れ
が
、
私
た
ち
の
使
命
で
す
。

　
こ
の
美
し
い
農
村
、
丹
波
篠
山
を
次
の
世
代

へ
、
そ
の
ま
た
次
の
世
代
へ
。
誇
り
を
持
っ
て

つ
な
い
で
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
共
に
未
来
へ
！

　国際博は、 準備期間を含めると、約3年にわたる大きなプロジェクト。私たち実行委員はそれぞれ、地元を愛す
る一人として関わらせていただきました。
　この国際博の真のテーマは、観光客を呼ぶこと以上に「自

シ ビ ッ ク プ ラ イ ド

分たちの足元を見つめ直し、未来を考える」ことで
した。新しく企画をし、実施したプロジェクトは100近く。3日に1回のペースで、市内のどこかで誰かの思いが
形になっていた計算になります。「うちの地域には、何もない…」そんなことはありませんでした。同じ市内でも
知らなかったお互いの活動を知ることで、人口減少社会における「未来の地域の姿」が少しずつ見えてきた気が
します。外部から何かを持ってくるのでもなく、変化を拒絶するのでもない。「集まって、共に歩んでいく」 それ
が集落であり、コミュニティの本質なのだと改めて実感しました。
　賛否両論、試行錯誤の連続でしたが、心から「やってよかった」と断言できます。関わってくださった全ての

皆さん、応援してくださった皆さん、また丹波篠山を築い
てくれた先人の皆さんにも感謝の気持ちでいっぱいです。
丹波篠山は、国際博の思いをのせて、新たな未来へ向かい
ます。本当にありがとうございました。

◀�

地
域
資
源
や
食
の
魅
力
を
全
国
へ
発
信
。

　

地
域
住
民
に
呼
び
か
け
、
丹
波
篠
山
の

　

魅
力
を
再
発
見
し
よ
う
と
さ
ま
ざ
ま
な

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
が
あ
り
ま
し
た

　～みのりを祝
う、旬をかこむ〜

「直
な お

会
ら い

」とは、神
事の後に神様と
共に食をいただ
く古来の習わし

です。この「直会市」はその心を受け継ぎ、自然の
恵みに感謝しながら″農と祈りをつなぐ″新しい形の
ファーマーズマーケット。食の聖地丹波篠山の農家
の方と交流しながら、篠山春日神社で旬の食材を楽
しんでもらいたいと企画されました。

直会市 　日本の素晴ら
しき伝統芸能、
未来へ!
　狂言は、元来
子どもが演じる
ために作られた

芸能ではなく、幼少の子どもが演じるには難しい内
容が多いそうです。セリフは長く難しいのですが、
練習を重ね堂々とした発表を見せてくれました。ま
た、国際博をきっかけに、丹波篠山にちなんだ新作
ストーリーも披露してくれました。

篠山こども狂言「春の発表会」

　「農村 ( 農の都丹
波篠山)×能村(丹
波篠山の伝統芸能)
～文化を体感し、
新しい文化を創る
～」を、一般社団

法人AZEが、田園風景の中での「能」の観賞会や、
農業体験など、丹波篠山の魅力を広げようと企画さ
れました。

農村×能村

　「学び続ける人は輝いている」
をモットーに活動を続けるひょ
うごカレッジさん。今回は丹波
篠山国際博として開催。丹波
篠山市史編さん委員長の今

い ま

井
い

進
すすむ

さんによる「黒豆が伝えてき
た丹波篠山の食文化」の貴重な
講演など、丹波篠山を盛り上げ

たいと思いを強め、盛会に導きました。

ひょうごラジオカレッジ
地方スクーリング

国
際
博
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

国
際
博
の
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

　
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
は
、
篠
山
城
大
書
院
を
舞
台

に
、
能
と
プ
ロ
ジ
ェ
ク
シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
の

生
ラ
イ
ブ
。
篠
山
城
跡
三
の
丸
南
広
場
を
活

用
し
篠
山
牛
の
丸
焼
き
な
ど
を
提
供
し
た
「
う

ま
い
も
ん
お
城
横
丁
」。
雨
や
寒
さ
、
周
知
の

難
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
が
、
皆
さ
ん
の
協
力

で
、
多
く
の
来
場
者
に
喜
ば
れ
ま
し
た
。

◀�

旅
行
会
社
や
交
通
機
関
と
連
携
し
、
楽
し

い
旅
の
企
画
も
発
信

◀�
地
域
の
魅
力
や
文
化
を
生
か
し
た
取
り
組

み
で
、
新
し
い
魅
力
を
発
信

小お

田だ

垣が
き

昇の
ぼ
る

委
員
長
が
語
る

丹
波
篠
山
国
際
博

地
域
で
も
て
な
す

「
ゆ
っ
た
り・癒い

や

し
の
竹
林
へ
」

伝
統
文
化
を
体
験篠山

大お
お

謡う
た
い

丹
波
篠
山
い
の
し
し

春
ま
つ
り

家
族
で
作
ろ
う
洋
風

お
せ
ち
料
理
教
室

国
際
博
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト

「
未
来
め
が
ね
」

冬の丹波篠山
ワクワクトリップ

黒豆奉納丹波篠山出立式結成!デカンショ篠山城下まち協連

左近神社の祭礼

丹波篠山の魅力発信!
日本の美食街道交流会

「丹波篠山国際博」を振り返り感謝の言葉 ～丹波篠山国際博正副実行委員長一同～

2026.52026.5
左から、副実行委員長 藤

ふじ

原
わら

 岳
たけ

史
し

さん、実行委員長 小
お

田
だ

垣
がき

 昇
のぼる

さん、
副実行委員長 堀

ほり

 成
せい

志
し

さん、同 畑
はた

 弘
ひろ

恵
え

さん（リポーター）、同 山
やま

下
した

 由
よし

晶
あき

さん 302026.531

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

お
で
か
け・相
談

は
ぐ
く
み

ま
ち
の
話
題

栄
光
輝
く

市
政
レ
ー
ダ
ー

H
O
T
と
ー
く

タ
ウ
ン
ト
ピ
ッ
ク
ス

情
報
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

特
集

街
か
ど
リ
ポ
ー
ト


